
---市の人口と世帯数----,

3月1日現在 前月比 ｜

人口 31，791人 （－6） ；

男 15， 575人 （-12） ｝

女 16，216人 (+6) i
世帯 8，764世帯 （－5） I

７
ｊ
■

－，79
よみがえってきた

花貫川河口の清流

4月号花貫川河口（6号国道下と常磐線鉄橋下）で、毎日釣り
人が糸をたれフナ釣りでにぎわっています｡釣れ始めたの

は1月ごろ（釣り人の話）からで、魚の大きさは5センチ

から20センチぐらい。バケツ－杯釣った人もいました。

花貫川は、上流にダムや茨城百景の一つである花貫溪谷
などがあり、ハイキングやキャンプ。など観光地として知ら

れていますが、下流は、工場排水や下水道が整備されてい

ないため汚濁が進んでいました。 しかし、炭砿の閉山によ
って堺川から流れていた洗炭排水もなくなり、 52年ごろか

ら工場の排水を改善するため、汚水処理施設の改良などが
進められてきました。それで現在汚水は20PPm以下とな

り川がきれいになったため魚が増えてきたといえます。昔
のように魚がもどってくることを測持したいものです。
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高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り､明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう
元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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▼春の暖かい日ざしの中釣りを楽Lむ人たち
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 .1152です。
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(2）市報たかはぎ(第229号I）

Ｐ
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昭
和
弘
年
の
第
１
回
（
３
月
）
定
例

市
議
会
が
、
さ
る
、
３
月
９
日
か
ら
浬

日
ま
で
の
皿
日
間
に
わ
た
っ
て
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
冒
頭
で
、
鈴
木
市
長
は
、
昭
和

別
年
度
の
施
政
方
針
を
あ
き
ら
か
に
し

ま
し
た
。

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

に熱
ら

篭

市政方針 か

施
政
方
針
要
旨

施
政
方
針
の
中
で
鈴
木
市
長
は
、
今

年
も
「
教
育
の
充
実
」
「
福
祉
の
向
上
」

「
生
活
環
境
の
整
備
」
「
産
業
の
振
興
」

の
４
本
の
柱
を
中
心
に
取
り
組
む
重
点

施
策
を
の
べ
、
諸
情
勢
の
一
段
と
き
び

し
い
地
方
財
政
事
情
の
中
で
、
市
民
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
、

市
制
施
行
溺
周
年
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く

り
に
あ
ら
た
な
生
き
が
い
を
求
め
て
い

こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
民
生
活
に
密
着
し
た
市
政
へ
＆
詣
斑
肋
漁
赴

心
の
通
う
教
育
と

施
設
内
容
の
充
実

型
世
紀
の
子
孫
に
向
け
て
は
つ
ら
つ

教
蒲
ゆ
洗
戻
鞠

市
制
施
行
羽
周
年
を
迎
え

鍔

一

…

と
し
た
、
創
造
的
な
人
間
育
成
の
使
命

達
成
の
た
め
、
心
の
通
う
教
育
と
施
設

及
び
内
容
の
充
実
が
必
要
と
考
え
ま

斗
。
／
一
０

主
な
事
業
で
は
、
君
田
統
合
小
学
校

建
設
、
高
萩
中
学
校
技
術
室
建
設
を
は

じ
め
と
し
て
、
次
の
世
代
を
に
な
う
児

童
、
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
発
達
と
健

康
を
維
持
促
進
す
る
た
め
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
幼
児
教
育
の
向
上
の
た

め
、
第
一
幼
稚
園
園
具
の
整
備
と
、
秋

山
幼
稚
園
独
立
園
舎
建
設
の
た
め
用
地

確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
心
の
豊
か
さ
を
求

め
、
充
実
し
た
社
会
生
活
を
営
む
た
め

近
年
活
発
化
し
て
き
た
、
芸
術
、
文
化
、

君
田
統
合
小
学
校

な
ど
の
建
設

3月の第1回定例市議会で

施政方針をのべる鈴木市長

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
自
主
活
動
の

輪
を
拡
げ
、
公
民
館
活
動
を
中
心
と
し

た
各
種
講
座
の
充
実
と
、
み
ん
な
が
参

加
す
る
文
化
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
③ま

た
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
中
核

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な
ど
、

質
的
な
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
読
書
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
図
書
館

活
動
へ
の
前
進
の
た
め
、
図
書
購
入
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

福
祉
を
支
え
る
も
の
は
、
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
の
あ
た
た
か
さ
に
あ
る

と
い
う
基
本
理
念
の
上
に
立
っ
た
施
策

を
進
め
ま
す
。

長
い
人
生
を
社
会
の
た
め
に
尽
く
し

て
き
た
お
年
寄
り
の
方
が
、
は
り
の
あ

る
毎
日
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
敬
老
祝
金

の
引
き
上
げ
や
、
国
際
児
童
年
を
迎
え

て
真
に
子
ど
も
た
ち
が
、
幸
わ
せ
に
な

れ
る
よ
う
施
設
の
整
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
水
準
向
上
の
影
に
か
く

れ
て
、
取
り
残
さ
れ
た
人
々
へ
の
希
望

と
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
よ
う
生
活
資
金

貸
付
事
業
の
開
始
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
に
厚
み
を
加
え
ま
し
た
。

お
年
寄
り
や

子
ど
も
達
の
た
め
に

L』

公
害
の
未
然
防
止
に

公
害
対
策
は
、
各
種
の
調
査
、
分
析

な
ど
券
積
極
的
に
実
施
し
、
引
き
続
き

公
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

保
健
予
防
事
業
は
、
各
種
の
住
民
検

診
、
健
康
相
談
な
ど
の
質
的
向
上
を
図

っ
て
、
健
康
づ
く
り
へ
の
積
極
的
展
開

に
取
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
年
々
増
嵩

す
る
医
療
費
に
よ
り
、
国
保
財
政
の
運

営
は
、
困
難
度
を
増
し
て
き
て
お
り
、

従
来
一
般
会
計
か
ら
の
操
出
金
な
ど
の

対
策
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

国
保
財
政
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
の

努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
建
設
な
ど

本
年
は
、
生
活
環
境
整
備
の
た
め
の

基
本
的
課
題
で
あ
る
公
共
下
水
道
建
設

に
着
手
し
ま
す
。
従
来
か
ら
重
点
的
に

取
り
く
ん
で
来
ま
し
た
国
の
制
度
を
、

安
全
で
健
康
な

生
活
の
た
め
に

激
し
く
ゆ
れ
動
く
社
会
情
勢
と
多
様

化
す
る
生
活
様
式
の
中
で
、
つ
ね
に
住

民
が
安
全
で
、
健
康
な
生
活
を
営
む
た

め
に
は
、
そ
れ
に
対
応
し
た
環
境
条
件

の
整
備
が
不
可
欠
の
要
件
で
す
。

生
活
の
環
境
整
備
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本
年
は
、
高
萩
市
が
市
制
を
施
行
し

て
か
ら
調
周
年
と
い
う
意
義
深
い
年
を

迎
え
ま
し
た
。

４
分
の
１
世
紀
に
あ
た
る
歩
み
の
中

で
、
数
多
く
の
先
人
の
偉
業
を
ふ
ま
え

さ
ら
に
大
き
く
、
力
強
く
飛
躍
す
べ
き

時
期
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

決
意
を
新
た
に
し
て
向
上
へ
の
道
を
前

進
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

景
気
の
長
期
停
滞
と
国
際
的
な
不
安

定
経
済
の
環
境
下
に
あ
っ
て
、
地
方
財

政
事
情
は
引
き
続
き
そ
の
き
び
し
さ
を

き
び
し
い
財
源
を

最
大
限
に
生
か
し
て

蕊鰯
54年度の

市
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
安
全
を

交
通
安
全
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
人

命
尊
重
の
立
場
に
立
っ
て
、
事
故
撲
滅

を
念
願
と
し
た
市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
引

き
続
き
こ
の
運
動
が
、
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
の
心
の
中
に
定
着
す
る
よ
う
、
最

日
■
■
凹
■
■
■
■
届
■
四
画
■
・
・
■
■
■
■
■
肩
■
■
且
耳
■
■
。
Ｂ
■
且
且
郡
同
■
■
■
日
■
■
■
冒
日
■
■
■
耳
垂
ぁ
■
■
■
■
■
・
・
■
■
■
■
■
■
目

加
え
て
お
り
ま
す
が
、
経
済
の
安
定
成

長
路
線
へ
の
円
滑
な
移
行
と
財
政
の
健

全
化
と
い
う
国
の
施
策
と
同
一
基
調
を

と
り
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
現
実
を
ふ

ま
え
、
地
方
自
治
の
立
場
か
ら
そ
の
最

最
大
限
に
活
用
し
た
道
路
の
改
良
、
舗

装
、
橋
梁
架
け
替
え
な
ど
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
促
進
、
公
営
住

宅
の
建
設
、
そ
し
て
地
域
ゴ
ミ
｜
豆
テ

ィ
ー
の
場
と
し
て
の
集
会
場
の
建
設
、

公
園
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

終
目
標
で
あ
る
住
民
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
今
一
番
何
を
な
す

べ
き
か
を
き
び
し
く
選
択
し
、
重
点
的

に
実
現
に
向
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

溌
算
鰯
編
歳
蒟
針
懸
熊
要

L

ー

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
昭
和
別
年

度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
健
全

財
政
の
堅
持
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
現
行
の

行
財
政
制
度
の
枠
の
中
に
お
い
て
確
保

し
得
る
財
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
よ

う
努
力
を
払
い
、
歳
出
面
に
お
い
て
は

経
済
的
、
効
率
的
な
行
政
を
積
極
的
に

推
進
し
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
極
力
抑

制
を
図
り
、
そ
の
財
源
を
投
資
的
経
費

善
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
面
で
は
、
反
射
鏡
の

増
設
、
歩
道
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
は
、

現
下
の
社
会
、
経
済
事
情
を
勘
案
し
て

先
に
料
金
の
改
定
を
し
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
経
営
基
盤
を
確
立
し
な
が
ら
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
給
水
の
安
定
的
拡

大
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
要
望
の
多
か
っ
た
日
本
墓
地

の
造
成
も
実
施
し
ま
す
。

消
防
、
防
災
の
面
で
は
、
十
王
町
と

の
広
域
化
に
よ
り
、
施
設
の
充
実
と
、

効
率
的
な
活
用
を
図
り
、
年
を
増
嵩
す

る
じ
ん
芥
を
完
全
処
理
す
る
た
め
焼
却

場
の
増
設
を
実
施
し
、
都
市
基
盤
の
整

蒋
‐

備
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｄ

■

ｑ

ｏ

１

■

■

ｑ

Ｑ

ｄ

に
振
り
向
け
る
よ
う
に
努
め
な
が
ら
予

算
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
の
大
要
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
、

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
髄
億
５
千

２
４
０
万
円
、
特
別
会
計
は
９
億
５
３

１
万
５
千
円
で
、
そ
の
う
ち
国
民
健
康

保
険
事
業
予
算
は
、
９
億
３
８
１
万
１

千
円
、
企
業
会
計
は
、
３
億
４
千
’
２

０
万
２
千
円
で
、
う
ち
水
道
事
業
予
算

は
、
２
億
５
千
５
３
０
万
２
千
円
、
工

業
用
水
道
事
業
予
算
が
８
千
５
９
０
万

円
の
予
算
規
梗
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
丁
算
は
、
粥
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
ま
す
と
、
３
億
８
千
６
４

０
万
円
の
増
で
、
率
に
し
て
７
．
３
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
の

整
備
を

ま
ず
、
農
業
部
門
は
、
水
田
利
用
再

編
対
策
の
第
２
年
次
を
迎
え
、
農
産
物

需
給
の
動
向
、
農
用
機
械
の
大
型
化
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
即
応
で

き
る
営
農
計
画
に
直
結
す
る
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

島
名
、
秋
山
地
域
の
基
盤
整
備
事
業
、

赤
浜
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
調
査
、
松

岡
地
区
農
免
道
路
な
ど
に
着
手
し
、
後

谷
地
区
総
合
整
備
事
業
、
玉
川
か
ん
が

い
排
水
路
を
は
じ
め
、
農
道
、
用
水
路

『

▼

｜
酬

燕
産
業
の
振
興

の
改
修
な
ど
も
引
き
続
き
推
進
し
、
生

産
性
の
安
定
と
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

商
工
行
政
は
、
商
工
業
者
の
活
発
な

近
代
化
へ
の
意
欲
を
助
長
す
べ
く
、
商

工
会
運
営
費
の
助
長
と
、
商
店
街
環
境

整
備
の
た
め
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
大
型
店
出
店
後
に
お
け
る
将

来
へ
の
展
望
を
ふ
ま
え
た
高
萩
商
店
街

再
整
備
の
構
想
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

畜
産
の
振
興
は
、
多
賀
地
区
広
域
農

業
開
発
事
業
の
第
４
年
次
を
迎
え
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
団
地
造

成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

林
業
の
振
興
は
、
第
２
次
林
業
構
造

改
善
事
業
の
最
終
年
次
を
迎
え
、
森
林

総
合
利
用
促
進
事
業
な
ど
の
完
全
消
化

を
図
り
、
林
業
経
営
の
安
定
と
生
産
性

の
向
上
に
取
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
第
２
期
山
村
振
興
事
業
と
し

て
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
と
簡
易

給
水
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ｓ
市
１
町
の
広
域
化
に

ま
た
、
農
業
共
済
事
業
は
、
３
市
１

町
に
よ
る
広
域
化
を
実
施
し
、
農
業
災

害
補
償
を
よ
り
効
率
的
に
処
理
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
の
発
展
の
た
め
に

畜
産
・
林
業
の
振
興

農
業
共
済
は
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歳出 56億5,240万円 （黒は前年度）
| 民生費10億3,502万3千円二－ 1民生費 101E3,502万3千円

教育費 9億4,094万8千円 司

Ｅ
Ｅ
Ｅ

一

費木士 81ga651万円
F,. ･､海. 』零:;･ 1t､:‘ ､ 『 蔦3－鐸‘沙..､‘.罰 ’』』.

総務費 6億3,928万5千円

|生活環境の整備’ 農林水産業費 41g7.970万5千円
ﾐﾆ 写, .: ， …… 、:■’

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

千
千
千
万
千
千
万
ゞ
千
千
千
千
千

１
１
９
８
５
２
５
１
９
４
２
４

万
万
万
師
万
万
”
万
万
万
万
万

２
０
１
９
１
６
，
４
８
１
０
６

３
５
４
２
７
９
２
３
３
１
５
０

４
４
６
８
６
２
８
５
４
９

７
７
，
７
７
１
，
，
Ｉ
，

４
６
４
２
３
２
４
９
２
１

億
憶
億

２

１
３

市道改良事業

市道舗装事業

橋梁整備事業

街路整備事業

、下水路喋備事業
公共下水道事業

上水道事業

市営住宅建設事業

公園設置事業

環境整備事業

一集会所建設事業

交通安全施設整備事業

「 商工費 4億6,777
: ・ 〆、 ．’ ’

万7千円

公債費 3億6
z ・パ I

829万1千円

雪 1 ,670万3千円’
（

）
消防費 2億3,324万2千円

i ■■■■ ｜

同労働費 1億2.269万9千円
: , ’

ｰ1議会費 ’億' ’5"万6千円

E1予備費4.625万9千円 I
「I I i i I i I 1 l I I I BIⅡREI EJ

災害復旧費 2千円
と, ,；･亜、 -,､” 1‘ , :芸L ＊ I

東点 策
一般会計の1 1 1 1 Ⅱ I I I I I I I l l I I [ [ [ I l l I l l l I I I I l lⅡⅡⅡlⅡI I I ll I I I 1川川1 1 R l I i I I I I I I I lⅡⅡⅡⅡⅡlⅡⅡl I I l I I I I I I I IⅡ1 1Ⅱl I l I lⅡlⅡ1 1 1 1 1 1 1ⅡⅡI l l I IⅡl I I I I ｢ I I l lⅡI l l l l l l I l l l l l l l

｜ 産業の振興 ’ 歳入歳出のうちわけ
河川整備事業

農業振興整備事業

土地改良事業

林業構造改善事業

高萩市文化会館建設事業

商工業経営対策事業

商工会補助金 一

6,023万2千円

21H3,057万9千円

4,493万円

6,661万円

4億2,319万2千円

1,598万6千円

843万1千円

歳入
'－－－

、

ザ"“

市税丁税の
うちわけ

固定資産税

607,538
「ー一

IA'県支出金 3億2.696万2千円

市猿
L一一－一一一一一－一一.一一一一‐ －－－ － －_一」

市民税

597，991

「

１

１

斗

「

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｊ

｜
円
円
円
円
一
円
円
円
円
円
円
円
円
一
翻
号
州
唖
一
》
》
語
語
唖
鋤
誇
唖
一

一
町
田
一
一
蝿
４
“
“
詔
，
？
’
’
３
９
Ｊ
４
’

’
６
６
’
’
７
３
１

金
全
一

金
付
付
一

二
金
付
交
交
一

一
斗

一
米

二
金
付
交
別
時
一

一
数
一
一
担
交
税
特
臨
一

一
栂
識
金
金
口
一
一
入
諦
耐
酔
哩
金
蝿
一

一
手一

用
方
越
入
一
担
収
動
楽
通
産
附
炭
一

一
使
地
繰
繰
二
分
諸
自
娯
交
財
寄
産
一

一
Ｂ
一
一
Ｃ

ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
，
１
，
Ｌ
ｒ
‐
‐
‐
‐
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
」

入溌蕊蕊弘歳

たばこ消費税
107,004

地方交付税ほか

、 73． 1％ ，

電気税91 ，893

その他116,432／

(単位は千円です）
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ｒ
１
Ｍ
服
い
て
ム
』 E職 ｜ 教育の充実 ’
高萩市の54年度の予算がきまりました。この予算は、 4月

から新年度にはいるため、 3月9日から22日まで開かれた、

第1回定例市議会で可決されたものです。

今年も住みよい高萩をめざしていろいろな事業がもり込ま

れています。そこで、 どのような事業に予算が使われるのか

主なものをひろってみました。

会計別予算額 （単位千円）

君田統合小学校建設事業

高萩中技術室建設事業

学校給食センター建設事業

秋山幼稚園用地取得事業

'1,学校の教材充実事業

中学校の教材充実事業

指導主事設置事業

高浜グランド整備事業

2億228万7千円

2,878万6千円

2IH250万3千円

5,250万円

900万7千円

860万3千円

1,293万4千円

750万円

参

一

）

会 計 別

一 般会 計

特国民健康保険事業
別｜
公一

罫｜高萩霊園事業

予 算 額

516521400

伸 び 率

7．3％

IⅡⅡIⅡhⅡI I l t t lⅡⅡⅡⅡIⅡ1 1ⅡⅡⅡⅡⅡⅡI I I I d

の柱4つ の903，81 1 24．4％

1 .504
｢ 1 1Ⅱl I I I I IⅡⅡ1 1 1 1 1，‐ 1 1Ⅱ1 1 1 1 1 1 1 1 1ト F l r I I l I Ⅱ1 1

0.6%
ⅡⅡⅡ1 1ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡIⅡ1 1ⅡⅡⅡlⅡl gBI L

’｜ ネ業
業事

計

繩
榊
一
・

業

水
工会

計
合

企
業
：
↑

祉の向上
両
田

255,302 7．5％

85，900 1 3．9％

8,235万5千円

1億9,379万4千円

61898，917 8．9％ 老人福祉対錐事業

医療福祉対策事業

2ig1,296万円

3億7,980万1千円

4,889万2千円

2,705万3千円

3,458万8千円

1,158万5千円

児童福祉対策事業

生活保護対策事業

障害者福祉対策事業

社会福祉対策事業

保健予防対策事業

勤労青少年ホーム運営事業
『I IIIIl l I1IⅢ11IⅡIⅡ111Ⅱ1『11ⅡⅡ1 1 11IEI『11ⅡⅡⅡⅡ1ⅡⅡ1I11pmI ;l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l

予備

議会

労働

消防

衛生

公債
′

商工
岸

費
費
費

円
円
円
円
円
円

５
７
０
７
２
５

５
４
６
３
６
８

Ｍ
叩
舶
「
剛
「
卯
一
幅

～

／

｜
費
一
昔
一
昔

1 1 ，－5

14，7

15,0

20, 1

27，8

税農様水産費

＃！

育漬 ５
５

７
号

９
２

２
３

謝
熟

灘鍵灘鵜蕊墾

斡

哩

顎
盟
主

』

軒

認

’
.

I
市民1人が負担するお金

市税 47，839円

市民1人に使われるお金

177，799円
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○
高
萩
市
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

市
の
駐
車
場
の
維
持
管
理
の
明
確
化

及
び
一
部
有
料
化
を
は
か
る
た
め
、
新

し
く
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
み
有
料
駐
車
場
は
、
本
町

第
一
駐
車
場
（
旧
税
務
署
の
あ
と
）
と

春
日
町
第
一
駐
車
場
（
春
日
町
児
童
公

園
東
側
）
の
２
箇
所
で
、
こ
の
条
例
が

施
行
さ
れ
る
の
は
、
弘
年
の
ｍ
月
ご
ろ

か
ら
で
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
後
で
市
報
な
ど
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
高
萩
市
助
役
の
選
任

昭
和
弘
年
３
月
ｎ
日
．
で
任
期
満
了
と

な
る
高
萩
市
助
役
下
山
田
一
郎
さ
ん
を

再
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同

意
を
受
け
ま
し
た
。

○
高
萩
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

昭
和
弘
年
３
月
”
日
で
任
期
満
了
と

な
る
高
萩
市
公
平
委
員
会
委
員
笠
谷
喜

之
助
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
、
議
会

の
同
意
を
受
け
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

３
月
定
例
市
議
会

さ
る
、
３
月
９
日
に
開
会
さ
れ
た
、
第
１
回
定
例
市
議
会
は
、
皿
日
間

の
群
議
を
経
て
、
３
月
配
日
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
弘
件
の
全
議
案
を

審
議
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

下
山
田
助
役
が
再
任

予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決

○
高
萩
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運
営
委

員
会
設
置
条
例
の
制
定

先
に
高
萩
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
妬
名
か
ら
な

る
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
の
聿
蜑
の
運
営
を
図
る
た

め
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の

一
部
改
正

○
高
萩
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正

別
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、
地
方
税

法
の
一
部
改
正
が
群
議
中
の
た
め
、
別

年
度
に
限
り
、
納
期
が
１
か
月
延
期
さ

れ
ま
す
。

○
高
萩
市
都
市
計
凹
税
条
例
の
一
部
改

正

地
方
税
法
の
改
正
に
関
連
し
、
固
定

資
産
税
と
複
合
事
務
の
関
係
上
納
期
が

１
か
月
延
期
さ
れ
ま
す
。

○
高
萩
市
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
条
例

の
一
部
改
正

高
額
療
養
費
が
年
々
増
嵩
す
る
た
め

貸
付
額
が

１
６
０
万
円
か
ら
２
０
０
万
円

（
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
○
高
萩
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
管
報
酬
月
額
Ⅱ
市
長
卵
万
円
↓
砲
万
円

○
高
萩
市
心
身
障
害
児
童
福
祉
手
当
支
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
助
役
蛆
↓
蛇
万
円
。
収
入
役
祁
万
５
千

給
条
例
の
一
部
改
正
正
円
↓
詔
万
円
。

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
高
萩
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
意
※
い
ず
れ
も
弘
年
４
月
１
日
か
ら
適
用

支
給
さ
れ
て
い
る
手
当
額
が
見
を
求
め
答
申
を
得
た
も
の
で
す
。
さ
れ
ま
す
。

３
万
円
か
ら
３
万
６
千
円
に
報
酬
月
額
Ⅱ
議
長
配
万
円
↓
型
万
円
○
昭
和
別
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
予
算

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
副
議
長
訓
万
円
↓
皿
万
円
。
議
員
鴫
万
特
別
会
計
、
企
業
会
計
予
算

○
高
萩
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
円
↓
珀
万
円
。
（
４
１
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

改
正
○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
○
高
萩
市
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設
置

お
年
寄
り
に
対
す
る
敬
老
祝
金
の
額
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
条
例
等
の
廃
止

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
の
一
部
改
正
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
条
例
と

踊
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
高
萩
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
意
し
て
新
た
に
制
定
さ
れ
る
た
め
、
高
萩

８
千
円
が
１
万
円
に
増
額
見
を
求
め
答
申
を
得
た
も
の
で
す
。
市
条
例
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

Ｌ
Ｊ
ｆ
ｈ
５
二
三
一
言
・
ｔ
Ｕ
Ｊ
１
、
、
二
二
一
二
】
画
』
、
Ｆ
ｆ
ｌ
、
二
一
二
一
二
・
、
ｊ
〃
！
、
。
三
二
一
言
心
、
ｊ
ｆ
１
ｑ
・
一
二
二
一
・
，
０
ｆ
ｔ
、
ロ
二
一
一
一
二
】
、
１
Ｊ
１
、
直
二
一
一
言
。
、
１
Ｊ
、
、
・
・
二
一
言
。
、
１
ノ
ー
１
．
二
】
一
一
・
・
、
‘
〃
。
、
１
岳
一
一
宮
】
、
、
１
〃
ｆ
、
ｂ
・
ニ
ニ
ニ
ー
マ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
無
料
で
利
用

４
月
か
ら
オ
ー
・
フ
ン

で
き
る
の
は
、
市
内
に
住
居
し
て
い
る

か
ま
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
者
で
、
年

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
完
成

齢
が
妬
歳
以
上
閉
歳
未
満
の
勤
労
青
少

年
で
、
そ
れ
以
外
の
利
用
者
は
、
左
表

ゞ

雰
群
蝋
蕊
強

撫
鴬
鴬
：
嚥
翻
蕊
蕊
蒸
蕊
少
年
ホ
ー
ム
」
が
、
さ
る
３
月
末
日
に

』. さ識 鰯 F溺罐』』念

＃ 鳶

》
》

…

F『::;無』 : :

雛識識 鐸

認
識
識
叫
翻
翻
、
、

渦

：

‐、

》
》
識
曲
一
一
壬
辛
Ｊ
Ｉ
》
可
口
三
ゞ

奉

司

“

高

浜

グ

ラ

ン

ド

に

完

成

し

ま

し

た

。

錘
蕊
霧
”

藻

認

謹

躍

．

罵
識
燕
》
〕
”
霊
》
ホ
ー
ム
一
は
、
鉄
筋
造
り
、
一
部
鉄
骨

麓

擬

撒

坤
《
ゞ
《

》

錨

弓

皿

咄

＃
訟
蕊
“
》
》
“
き
》
潅
幽
侭

造
り
の
１
階
建
て
で
、
研
修
、
講
習
、

露

孟
禽
封
弾

訂
批

靴

△

Ｌ

ザ

。
Ｊ
鍔

』

稲．

ｌ

・

‐

』

、

、

騨弼釦

頃Ⅱ’

逹
眠
粍

叩

津

塵

鍔

ｌ

．

褐

Ⅱ
私
》
、
壬

．、

Ｆ

罫
課
。

聖
雷
》

騨

罰

邑

今

ウ

ー

》

８

，

’

’

’

二

。

Ｌ

１

Ｌ

・

Ｐ
Ｌ
Ｏ

鱗

音
楽
、
図
書
、
体
育
室
、

蕊…

そ
し
て
、
シ

ャ
ワ
ー
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

総
面
積
は
、
８
６
３
．
４
４
平
方
メ

ー
ト
ル
で
す
。
総
建
設
工
事
費
は
９
，

７
０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
国
庫
補
助

３
０
０
０
万
円
、
県
補
助
３
，
０
０

，
０
万
円
、
起
債
２
，
８
３
０
万
円
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

．、
〆 a

ゾ、

勤労青少年ホーム利用料金表

壼噸鮒､黙農揮職|鱸
体育室 500円 800円 ' .00qz} 2300円1 .00岬｝

円
０

400 ０

０
０

３
８

２

30, ｜ ‘0（
300 1 400

会
一
習

理

集
一
講
一
調

和

室
一
室
一
室
室

汕
一
加 畑

艸
一
Ⅷ
｜
Ⅷ

０
０

０
０

５
２

叩

Ⅷ

伽

伽

音楽室 200 300 400

一
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市
役
所
（
３
．
４
月
）
の

鮒
（
住
宅
一
公
社
庶
務
・
会
計
係
長
）
市
長

特
技
・
趣
味
を

人
事
異
動
公
室
▽
市
民
活
動
課
・
勤
里
同
少
年
ホ

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

Ｉ
ム
館
長
心
得
佐
藤
国
夫
（
福
祉
事
務

（
係
長
以
上
）
所
社
会
係
長
）
民
生
部
▽
市
民
課
長
補
「
み
ん
な
の
広
場
」
で
募
集
中

３
月
１
日
付
民
生
部
▽
市
民
課
長
佐
兼
市
民
係
長
政
井
光
幸
（
衛
生
課
長

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
家
族
そ
ろ
っ

野
木
都
吉
（
市
民
課
長
補
佐
）
▽
保
険
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
）
▽
衛
生
課
環

年
金
課
長
国
井
文
雄
（
市
民
課
長
）
経
境
衛
生
係
長
菊
地
治
郎
（
一
局
萩
市
・
十
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う

済
部
▽
経
済
部
付
副
参
事
神
代
健
（
会
王
町
事
務
組
合
係
長
）
経
済
部
▽
農
林
と
、
今
年
も
「
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な

計
課
長
）
会
計
課
▽
会
計
課
長
鈴
木
八
儒
壁
認
癖
嘩
桐
諏
野
繧
垂
搾
絲
癖
震
雁
の
広
場
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
の
広
場
は
、
「
み
る
、
き
く

郎
（
保
険
年
金
課
長
）

一
夫
（
建
設
課
主
幹
）
▽
農
林
課
畜
産
広
場
」
「
つ
く
る
広
場
」
「
あ
そ
び
広

３
月
即
日
付
市
長
公
室
▽
市
長
公
係
長
前
田
忠
雄
（
商
工
課
主
幹
）
建
設
場
」
「
安
全
の
広
場
」
「
文
化
の
広
場
」

室
付
参
事
金
沢
和
夫
（
税
務
課
長
）
総
務
部
▽
都
市
計
画
課
公
共
下
水
道
係
長
愛
「
自
由
の
広
場
」
の
６
つ
に
分
か
れ
て

部
▽
税
務
課
長
坂
本
次
男
（
農
林
課
長
川
好
美
（
都
市
計
画
課
庶
務
計
画
係
長
）
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
よ
り
楽
し
ん
で

補
佐
兼
農
林
係
長
）

多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合
▽
神
代
も
ら
う
た
め
現
在
、
企
画
検
討
中
で
す
。

４
月
１
日
付
高
萩
市
・
十
王
町
事
健
（
経
済
部
付
副
参
事
）
▽
小
野
操
「
自
由
の
広
場
」
は
、
今
年
初
め
て
設

務
組
合
▽
事
務
局
長
金
沢
和
夫
（
市
長
（
農
林
課
農
業
共
済
係
長
）

け
る
コ
ー
ナ
ー
で
、
特
技
、
趣
味
な
ど

公
室
付
参
事
）
▽
同
事
務
係
長
大
部
義

二
三
三
三
三
三
一
一
三
三
一
三
一
三
一
一
三
三
三
三
三
ヨ
ニ
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
一
一
三
三
一
三

「
勝
田
一
㎡
ラ
ソ
ン
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
、
隣

勝
田
マ
ラ
ソ
ン
で
一
・
三
位
入
賞
の
北
茨
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
で
る
ん

で
す
よ
。
雨
の
日
以
外
は
毎
日
走
っ
て

高
萩
マ
ラ
ソ
ン
走
ろ
う
会
の
仲
間
、
：
＆
。
↑
〆
Ｅ
ｋ
、
↓
Ｅ
１
ｌ
＆
↓
亨
冬
１
ｋ

、
’
１
ノ
・
ノ
‐
ｚ
三
／
し
ｊ
〃
Ｉ
Ｅ
Ｉ
ｌ

い
ま
す
。
今
年
は
、
元
旦
に
安
良
川
八

一
‐
マ
ラ
ソ
ン
は
、
無
理
を
し
な
い
で
マ
幡
宮
か
ら
海
岸
ま
で
走
っ
た
ん
で
す

イ
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
で
す
。
体
に
は
よ
・
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

こ
れ
が
一
番
で
す
。
」
ｌ
と
、
語
る
て
…
…
」
と
佐
川
さ
ん
。

佐
川
せ
つ
子
（
師
歳
）
さ
ん
Ⅱ
東
本
町
今
年
の
２
月
皿
日
に
行
わ
れ
た
勝
田

は
、
高
萩
マ
ラ
ソ
ン
走
ろ
う
会
メ
ン
、
ハ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、
女
子
壮
年
の
部

ｌ
の
一
人
。
で
田
代
さ
ん
が
１
位
・
佐
川
さ
が
ん
三

こ
の
走
ろ
う
会
は
、
帥
年
８
月
か
ら
位
に
入
賞
し
て
い
る
。

近
所
の
小
川
芳
江
（
弱
歳
）
さ
ん
、
田
勝
田
は
４
回
川
塒
。
市
民
マ
ラ
ソ
ン

代
か
つ
え
（
弼
歳
）
さ
ん
と
佐
川
さ
ん
は
３
回
。
北
茨
城
マ
ラ
ソ
ン
に
も
３
年

の
３
人
が
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
の
連
続
出
場
し
て
い
る
。

が
き
っ
か
け
。
今
で
は
仲
間
皿
人
。
「
で
き
れ
ば
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
に
で
て
詮

最
年
長
は
、
皆
川
義
夫
（
巧
歳
）
さ
た
い
…
…
」
と
、
は
り
き
っ
て
い
る
。

鼻
Ｗ
民
昼

鯵

ん
で
、
体
の
不
自
巾
な
大
山
殻
（
調
歳
）

さ
ん
も
一
員
。

ー

一
二
一
△
ｑ
・
呈
差
・
ロ
マ
ニ
ニ
ｂ
△
ロ
菫
一
『
ロ
・
ロ
。
一
一
、
唇
“
．
・
一
二
一
言
・
“
一
二
一
“
“
・
ロ
一
二
｛
△
“
“
三
写
・
・
差
琶
・
守
り
壼
二
”
巴
△
尭
舌
邑
邑
・
・
二
二
△
“
・
一
』
二
“
・
二
一
．
‐
▽
・
一
壹
一

を
持
っ
て
い
る
方
を
募
集
し
協
力
を
い

た
だ
い
て
運
営
す
る
予
定
で
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
は

○
と
き
５
月
過
日
（
日
）
母
の
日

午
前
、
時
ｌ
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
高
萩
市
営
野
球
場
（
雨
天

の
時
は
市
民
体
育
館
と
中
央
公
民
館

に
な
り
ま
す
。
）

※
く
わ
し
い
こ
と
は
高
萩
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
「
楽
し
く
遊
ぼ
う
み
ん

な
の
広
場
」
実
行
委
員
会
（
電
③
１
１

１
３
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

○
営
林
署
職
員
一
同
靴
下
妬
足

○
大
竹
甲
子
さ
ん
Ⅱ
有
明
町

、
１
０
０
０
円

○
吉
田
あ
き
さ
ん
Ⅱ
上
手
綱

３
０
０
０
円

,.-118ⅡI"･‘､r1 I鴨・-,11』1. 『｡｡ⅢI,‘.,IJl1L..~.Ⅱ､Ⅱ..‘･IljI,, ,.Ⅱ11 ...』II1l,･･･11.11‘‘･･''11 .･･I1 I1p･ﾏ･''''1.･ﾛ･'｣･'1ﾏｰ･､ﾄ' 11‘ﾛ .ⅡI' .､III FI･'.,Ⅱ11､‘~q}=

三

春の華道展 計
亨月

と き ： 4月21．22日 皇 可

ところ ； 高萩市中央公民館 言

主催 ： 横山社中玉宝会 鬘
三

後援 ： 高萩市文化協会 言

※この華道展は、 50周年を記念し 三

て催されるもので、作品は、 80
三

点が展示されることになってい

ます。 三
.凡.‘,四･･.4Bqd句ID..､召匹..‘由..‘哩図.凹劇,,､4B､.､酌,P.＆昼...Ⅲ脚..bmL_』-餌ﾛﾛ...＆B､.,叩『‐‘ ･ﾛ巳..-Pq-,.,虹匪.写

’

難

謹
呈
冠

あ
ｎ
が
と
う

’
｜
I

’

○
ね
ん
き
ん
相
談

第
３
週
目
の
水
曜

午
前
、
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で

竪
患
騨
保
健
所
蕊
§
蕊
§
ミ
ミ

○
母
親
教
室毎

月
第
１
・
第
４
金
曜

午
後
１
時
か
ら
３
時
訓

分
ま
で

○
３
歳
児
健
康
診
査

第
４
木
曜

午
後
１
時
か
ら
３
時

蕊
、
§
商
工
会
館
§
蕊
ミ
ミ
ミ

》
ミ
ミ
研
修
会
館
零
ミ
ミ
ミ
ミ

蕊
隷
蕊
市
民
相
談
室
蕊
蕊
恩
蕊

○
一
般
市
民
相
談

月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
毎
日

○
行
政
相
談第

２
・
第
４
木
曜

午
後
１
時
か
ら
４
時

○
交
通
事
故
相
談

毎
月
１
回
第
３
水
曜

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

○
心
配
ご
と
相
談

毎
週
木
朧午

後
１
時
か
ら
３
時

○
家
庭
児
童
相
談

毎
週
火
曜

午
後
１
時
か
ら
３
時

相
談
の
案
内

／
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「
わ
た
し
た
ち
の
日
ご
ろ
の
学
習
の

成
果
を
み
て
く
だ
さ
と
Ｉ
と
、
さ

る
３
月
Ⅳ
日
・
咽
日
の
２
日
間
、
中
央

公
民
館
の
学
級
、
講
座
、
ク
ラ
ブ
な
ど

の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
第
１
回
高
萩

市
公
民
館
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
‘
作
品
展
・
不
用

品
バ
ザ
ー
、
軽
食
堂
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
体
育
館
は
、
高
齢
者
学
級
生

の
レ
ク
リ
↓
｛
Ｉ
シ
ョ
｜
ン
や
、
日
舞
な
ど

の
発
表
が
あ
り
、
親
子
づ
れ
や
お
年
寄

り
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

と
く
に
軽
食
堂
に
人
気
が
集
中
、
料

理
教
室
の
生
徒
も
注
文
に
汗
を
流
す
ぼ

ど
の
盛
況
。
、
ハ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
も
品

物
が
す
ぐ
売
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
混
雑

で
大
変
好
評
だ
っ
た
公
民
館
ま
つ
り
で

し
た
。
ぐ

篭

繊蕊
好
評
だ
っ
た

公
民
館
ま
つ
り

蕊
鞠

蕊

認
＃

蕊 蕊唖§
晦班

齢

○
１
位
石
滝
団
地
チ
ー
ム
、
２
位
有
明
淨
群
密
群
や
》
》
》
癖
舜
》
》
》
癖
》
鐸
躍

チ
ー
ム

Ｊ
ｌ
ｌ

大
学
生
の
３
１
３
ｌ
２
日
本
加
工
製
紙
㈱

第
二
城
北
寮
電
０
３
１
９
０
２
１

入
寮
者
を
募
集

１
６
６
４

高
萩
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
の
子
○
費
用
（
１
か
月
）
部
屋
代
（
管
理
費

弟
で
東
京
に
在
住
す
る
大
学
生
に
、
寮
含
）
６
，
０
０
０
１
８
０
０
０
円

を
利
用
し
て
も
ら
う
お
う
ｌ
‐
と
日
食
費
約
１
１
，
０
０
０
円
（
朝
夕
２

本
加
工
製
紙
株
式
会
社
で
は
、
従
業
員
食
）
土
・
日
・
祭
は
休
み

の
独
身
寮
を
開
放
し
ま
す
の
で
、
入
寮
○
連
絡
先
日
本
加
工
製
紙
㈱
高
萩
工

希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
場
内
エ
ヌ
・
ケ
ー
興
業
㈱
高
萩
事

Ｃ
寮
の
所
在
地
東
京
都
北
区
志
茂
町
業
所
電
③
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

（
）

ｂ
親
子
サ
ッ
カ
ー
大
会

石
滝
チ
ー
ム
が
優
勝

さ
る
３
月
焔
日
高
萩
小
学
校
校
庭
で

第
１
回
親
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
６
チ
ー
ム
で

母
親
と
子
ど
も
６
名
が
一
チ
ー
ム
と
な

っ
て
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

輯
学

鱗り

科

き ニニ

ｂ
卜
ｆ
“
口
Ｌ
ｂ
Ｌ
Ｉ
朔
肥
蹄
開
剥
可
翻
心
』
織
枠
Ⅱ
琳
識
幡
岬

綱
諏
即
獄
鯲

雄
蕊
群
劉
睡
伊
凸
Ｊ
ｑ

灘
鱗

噂溌

識

野
木
・
神
長
さ
ん
組
準
優
勝

マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

さ
る
３
月
肥
日
第
１
回
マ
マ
さ
ん
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
笠
松
運
動
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
参
加
し
た
チ
ー
ム
は
別
チ

ー
ム
で
、
当
市
か
ら
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
出

場
し
た
Ⅱ
真
写
Ⅱ
野
木
桂
子
さ
ん
（
右
）

と
、
神
長
み
ど
り
さ
ん
（
左
）
の
組
が

み
ご
と
準
優
勝
し
ま
し
た
。
ぐ

浜
海
岸
に
見
ら
れ
た
イ
ブ
キ
や
ハ
マ
ナ

デ
シ
コ
、
高
萩
海
岸
松
林
中
に
見
ら
れ

た
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
や
イ
ヌ
ハ
ギ
な
ど
を

失
っ
た
こ
と
も
残
念
で
な
ら
な
い
。

高
萩
中
学
校
附
近
を
中
心
に
し
て
、

花
貫
川
ま
で
広
が
っ
て
い
た
湿
地
に
は

◆
サ
ギ
ソ
ウ
が
真
白
に
な
る
ほ
ど
咲
い

て
い
た
。
そ
れ
に
ゴ
マ
ク
サ
◆
。
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
、
ヒ
シ
◆
コ
ウ
ホ
ネ
、
ヒ
ッ

ジ
グ
サ
（
ス
イ
レ
ン
）
ス
ズ
サ
イ
コ
、

タ
ヌ
キ
マ
メ
◆
レ
ン
リ
ソ
ウ
◆
ヒ
キ
ョ

モ
ギ
ヒ
メ
シ
ョ
ン
◆
ア
ズ
マ
ギ
ク
、
カ

ワ
ラ
サ
ィ
コ
な
ど
貴
重
な
も
の
が
見
ら

れ
た
が
も
う
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

◆
印
の
も
の
が
他
地
域
で
よ
う
や
く
息

を
つ
い
て
い
る
。

ツ
ワ
ブ
キ
は
暖
か
い
地
方
の
海
岸
に

自
生
す
る
も
の
で
、
福
島
県
い
わ
き
市

を
北
限
と
し
て
い
る
。
磯
原
の
天
妃
山

に
見
ら
れ
る
が
、
市
内
に
は
高
戸
海
岸

に
数
株
し
か
残
（
｝
て
い
な
い
。
自
生
品

と
し
て
何
よ
り
の
証
拠
で
、
取
っ
て
し

'I
八
弱
Ｖ蒲マ

II""剛川

高
萩
市
は
古
く
か

ら
植
物
の
宝
庫
と
し

て
、
学
術
的
に
重
要

な
地
域
で
あ
っ
た

が
、
自
生
南
限
地
帯

の
〈
マ
ナ
ス
を
消
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
は

大
き
な
汚
名
と
し
て

残
っ
て
い
る
ぅ

そ
れ
に
高
戸
、
赤

高
萩
で
絶
滅
し
た
植
物

絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
る
植
物

ま
え
ば
そ
れ
で
パ
ｉ
何
ん
と
か
殖
や

し
て
や
り
た
い
も
の
だ
。

気
を
つ
け
た
い
植
物

〈
マ
ギ
ク
は
、
青
森
県
か
ら
本
県
那

珂
湊
市
ま
で
の
太
平
洋
側
に
し
か
見
ら

な
い
日
本
特
産
種
で
、
松
村
任
三
に
よ

っ
て
学
名
が
つ
け
ら
れ
、
紹
介
さ
れ
た

世
界
的
な
野
生
菊
で
あ
る
。

そ
肌
が
高
戸
、
赤
浜
海
岸
に
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
。
し
か
し
、

十
王
や
日
立
の
海
岸
で
は
非
常
に
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
高
萩
市
で
は
、
な
ん

と
し
て
も
こ
れ
を
り
っ
ぱ
な
も
の
に
し

て
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
折
を
み
て
紹
介
し
て
見
た
い
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

高
戸
海
岸
の
ハ
マ
ギ
ク
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I
副
年
度
は
石
滝
地
区
か
ら

市
で
は
、
副
年
度
か
ら
石
滝
地
区
を
ま
た
字
界
も
合
わ
な
い
な
ど
不
正
確
で

は
じ
め
と
し
て
、
市
内
全
域
の
地
籍
調
す
。

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
不
合
理
を
な
く
す
た
め

○
地
籍
調
査
と
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、
土
地
所
有
者

土
地
の
戸
籍
調
査
の
こ
と
で
す
。
の
権
利
を
明
確
に
し
て
、
土
地
行
政
の

私
た
ち
が
所
有
し
て
い
る
一
筆
ご
と
能
率
を
図
る
た
め
、
地
籍
調
査
を
行
い

の
土
地
の
地
籍
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
ま
す
。

資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
登
記
○
地
籍
調
査
を
行
う
と

所
に
登
記
簿
と
字
図
が
あ
り
、
土
地
の
①
土
地
の
権
利
が
明
確
に
な
り
、
正

あ
る
場
所
、
地
番
、
面
積
、
所
有
者
な
し
い
面
積
、
地
目
、
地
図
が
で
き
、

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
つ
で
も
境
界
を
復
元
で
き
、
所
有

明
治
初
年
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
図
権
が
確
実
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

面
は
現
地
と
合
わ
な
い
も
の
が
多
く
、
②
現
状
に
合
っ
た
形
で
、
分
、
合
筆

「
妙
法
寺
過
去
帳
」
嘉
吉
元
年
（
一

四
四
一
）
の
死
亡
者
に
、
「
道
経
禅
門
、

五
十
九
、
大
つ
か
さ
わ
」
と
承
え
る
。

こ
の
人
物
も
大
塚
氏
の
一
族
で
あ
る

が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
菅
俣
城
か

ら
竜
子
山
に
移
っ
て
き
た
こ
ろ
の
武
士

ら
し
い
。
文
安
四
年
二
四
四
七
）
の

「
道
秀
禅
門
、
九
、
廿
九
、
大
つ
か
信

州
」
と
あ
る
人
物
も
、
初
期
の
竜
子
山

城
主
と
思
わ
れ
る
。
大
塚
信
州
（
信
濃

沙､“、
"q潅史

、
）

地
籍
調
査
が
始
ま
り
ま
す

赤浜妙法寺過去帳

（三十一）

志田諄－

守
）
を
名
の
っ
て
い
る
の
を
み
て
も
、

手
綱
郷
の
地
頭
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し

か
で
あ
る
。

大
塚
信
州
の
晩
年
は
、
決
し
て
平
安

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
永
享
五
年

（
一
四
三
三
）
十
二
月
、
小
野
崎
越
前

三
郎
は
、
佐
竹
義
憲
か
ら
手
綱
一
方
の

地
を
料
所
（
直
轄
地
）
と
し
て
預
け
ら

れ
、
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
は
戦

功
に
よ
り
、
多
賀
庄
政
所
職
を
安
堵
さ

れ
て
い
る
。
小
野
崎
氏
の
手
綱
支
配
に

よ
っ
て
、
大
塚
氏
は
新
た
な
緊
張
感
を

持
つ
の
で
あ
る
。
関
東
公
方
足
利
持

氏
、
そ
れ
と
結
ぶ
佐
竹
惣
領
家
の
義
憲

そ
の
信
任
の
厚
い
小
野
崎
越
前
三
郎
ら

の
色
顔
を
う
か
が
っ
て
、
寺
岡
、
里
見

氏
追
放
後
の
上
手
綱
の
農
村
経
営
に
苦

労
を
し
た
の
で
あ
る
。
道
秀
禅
門
や
道

秀
禅
門
は
動
乱
の
世
に
生
ま
れ
合
わ
せ

ト

リ 手続きは
ヤ おすみですか？
ツ ー‐ ‐－

I交通災害共済

|轄職::：
i "｡輔墨ゞ
』

少
し
も
心
休
ま
る
と
き
も
な
く
、
一
生

を
終
え
た
の
で
あ
る
。

が
で
き
、
測
量
の
費
用
と
時
間
が
節

約
で
き
ま
す
。

③
公
共
土
木
事
業
や
土
地
改
良
事
業

な
ど
の
計
画
が
図
上
で
で
き
る
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
経
済
部
農
林
課
）

高
台
か
ら

関
口
方
面
を
見
た
上
手
綱
地
区

叩

Ⅱ

今

I

う
そ
の
本

大
能
大
部
き
ん

だ
れ
も
、
そ
の
人
に
は
嘘
言
わ
れ
ん

だ
と
、
こ
ん
ど
こ
そ
自
分
は
嘘
言
わ
れ

な
い
っ
て
、
そ
れ
で
水
戸
様
が
お
呼
び

に
な
っ
、
》
潔
寺
。

そ
れ
で
、
理
生
れ
が
行
っ
て
も
嘘
言
わ

れ
で
だ
め
な
ん
で
す
っ
て
。

殿
様
は
、

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
話
は
ね
え
、
こ
こ
へ

呼
べ
。
」

っ
て
言
う
の
で
、
そ
し
た
ら
、

「
お
前
は
、
た
い
そ
う
嘘
つ
き
が
じ
ょ

う
ず
な
そ
う
だ
が
、
嘘
を
つ
い
て
み
ろ
」

っ
て
、
言
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
は
困
っ
た
事
に
、
私
の
嘘
つ
き

の
事
知
っ
て
い
ん
だ
ら
早
く
言
っ
て
下

さ
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
、
何
も
お
っ
し

ゃ
っ
て
下
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
た
だ

来
て
し
ま
っ
て
、
本
を
忘
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
誠
に
申
し
訳
な
い
が
一
番
足

の
早
く
走
る
馬
を
、
殿
様
お
借
り
し
ま

す
。
」

そ
れ
で
、
殿
様
は

「
ど
れ
で
も
好
き
な
の
に
乗
っ
て
け
」

っ
て
、
そ
の
馬
を
借
り
で
走
っ
て
来
た

ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
額
田
っ
て
い
う
の
は
、
ほ
ん
と
う

に
ぬ
か
り
の
深
い
田
ん
ぽ
な
ん
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
田
ん
ぽ
で
仕
事
を
し
て
い

た
皆
が
、
と
こ
ろ
が
、
た
い
し
た
馬
に

ｂ

た
諦
臘
ぎ
の

餐
砕
蜂
や
繧
鍾
囎
記

Lョ

(その⑩）

乗
っ
て
、
ゆ
う
ゆ
う
と
走
っ
て
来
た
ん

で
す
と
。

「
何
だ
達
才
、
今
日
は
た
い
し
た
馬
に

乗
っ
て
た
い
し
た
も
ん
だ
。
」

っ
て
、
よ
そ
の
人
は
見
で
だ
っ
て
、

と
こ
ろ
が
殿
様
、
幾
日
た
っ
て
も
帰

っ
て
来
ね
え
ん
で
す
と
。

「
ど
う
ゆ
う
訳
だ
か
、
本
を
持
ち
に
行

っ
て
帰
っ
て
来
ね
え
ん
で
、
ど
う
し
た

ん
だ
」

っ
て
、
後
の
使
の
者
を
や
っ
た
ら
ば
、

そ
れ
が
嘘
な
ん
で
す
と
。

結
局
殿
様
も
い
つ
ぽ
ん
や
ら
れ
っ
ち
や

っ
た
。
馬
取
ら
れ
っ
も
や
っ
た
ん
だ
っ

て
。

「
こ
の
昔
ぱ
な
し
は
、
話
者
の
話
こ

と
ば
を
そ
の
ま
ま
書
き
起
し
た
も
の
で

す
。
」

高
萩
市
教
育
委
員
会
内

高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員
会

（
電
話
③
１
１
３
１
）

鎧

,姪

織苓
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交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

２
．
３
人
に
１
人
が
免
許
を
持
つ
応
じ
て
い
ま
す
。

「
国
民
皆
免
許
時
代
」
の
中
で
、
交
通

交
通
事
故
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方

事
故
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
州
職
稚
癖
鍋
歴
吋
の
で
、
お
気
軽
に
ご

ま
す
。

相
談
日

事
故
に
あ
わ
れ
た
人
の
悲
惨
な
話
は

平
日
９
時
訓
分
ｌ
鵡
時

あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
土
曜
９
時
訓
分
ｌ
廻
時

事
故
の
原
因
が
複
雑
だ
っ
た
り
、
被

弁
護
士
相
談

毎
週
水
曜
日
昭
時
ｌ
略
時

害
者
や
そ
の
家
族
に
、
損
害
賠
償
な
ど

く
わ
し
い
こ
と
は
、
（
社
）
日
本
損
害

の
知
識
が
な
い
ば
か
り
に
正
当
な
補
償
保
険
協
会
、
水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

談
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
泉
町
１
１
６
ｌ

日
本
損
害
保
険
協
会
、
水
戸
自
動
車
泌
奈
良
屋
ピ
ル
８
階
電
話
水
戸
⑩
１

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
６
９
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

の
交
通
事
故
相
談
員
が
、
毎
日
相
談
に
い
。

口
１
㎡

鼠猟◎

春日遅々

4月はどこの学校でも､新入生を迎え、生気が溢れている．

桜吹雪の下を元気な足どりで、

今日も学童たちが、登校してゆく姿が見られる。

春は正にたけなわである。

絵と文・伊藤龍馬
一一一

－

別
年
度
電
気
工
事
士
の
試
験

○
と
き
巻

①
筆
記
試
験
６
月
型
日

②
技
能
試
験
９
月
９
日

○
と
こ
ろ

①
筆
記
試
験

水
戸
市
文
京
２
１
１
１
１

茨
城
大
学

側
技
能
試
験

水
戸
市
元
吉
田
町
１
０
１
２

水
戸
工
業
高
等
学
校

○
願
書
受
付
期
間

５
月
７
日
か
ら
５
月
ｎ
日
ま
で

○
願
書
提
出
先

県
北
地
方
総
合
事
務
所
（
水
戸
市

な
お
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
は
．
、

毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
前
皿
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
県
の
交
通
事
故
相
談
員

に
よ
る
交
通
事
故
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

～

１
１

－－

１
１

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業

従
事
者
の
講
習
会

最
近
の
振
動
障
害
問
題
に
対
処
す
る

た
め
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
改
正
さ

れ
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
川
い
て
行
う
立

不
の
伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理
ま
た

お知らせ

4月の納税

１
１

１
１

今月は

ありません

？
二
の
丸
１
１
５
１
粥
）
ま
た
は
日
立

商
工
分
室
（
日
立
市
会
瀬
町
４
１
９

１
皿
）
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
」
県
北
地
方
総
合

事
務
所
鼻
：
・
瞳
は
日
立
商
工
分
室
へ
。

祝
電
は
お
早
め
に

吉
日
の
前
日
や
、
当
日
の
電
報
受
付

は
、
大
変
混
み
あ
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

祝
電
は
、
配
達
日
の
３
日
前
か
ら
加

日
前
に
お
う
ち
に
な
り
ま
す
と
、
１
５

０
円
割
安
と
な
り
ま
す
。
電
話
（
１
１

５
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

｜
遡
一
』
紗
（
高
萩
電
報
電
話
局
）

は
、
造
材
の
業
務
」
が
、
新
た
に
労
働

省
令
で
定
め
る
危
険
、
ま
た
は
、
有
害

な
業
務
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
伐
木
の
方
法
や
振
動
障

害
の
予
防
に
関
す
る
、
実
技
６
時
間
、

学
科
７
時
間
の
講
習
を
受
講
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
講
習
は
、
林
業
労
働
災
害
防
止

協
会
茨
城
支
部
が
実
施
主
体
と
な
り
、

行
っ
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
、
特
別
教

育
の
受
講
を
促
進
す
る
た
め
、
経
費
の

一
部
に
つ
い
て
助
成
し
、
愛
誰
者
の
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

即

沢

Ⅱ

１

ｆ

ノ

ｈ

Ｊ

い
り
、
１
１
八
Ｖ
７

労
働
保
険
の

年
度
更
新
を
お
忘
れ
な
く

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
別
年
度
概
算
保
険
料
と
、
粥
年
度
の

確
定
保
険
料
の
申
告
、
納
付
手
続
き
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
晦
日
ま
で

に
、
お
近
く
の
銀
行
、
ま
た
は
、
郵
便

局
に
申
告
吉
と
共
に
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い
。
（
茨
城
県
商
工
労
働
部
。

茨
城
労
働
基
準
局
）

申
し
込
み
峰
県
北
地
方
総
合
事
務

所
林
務
課
、
市
役
所
市
民
相
談
室
窓
口

に
あ
る
申
し
込
み
用
紙
に
、
必
要
な
こ

と
が
ら
を
記
入
し
、
４
月
末
日
ま
で
に

高
萩
林
業
指
導
所
（
高
萩
市
高
浜
町
２

１
１
３
７
）
（
電
話
②
１
３
５
４
９
）

あ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
習
会
の
実
施
期
日
、
場
所

な
ど
に
つ
い
て
は
・
後
日
、
申
し
込
み

者
に
直
接
連
絡
い
た
し
ま
す
。

5月の日曜診療のお知らせ
診療時間は午前9時から午後4時まで

［

5月6日滝川医院 春日町(3) 3100

白
十

医院

医院

と
Ｅ

二
三

有明町（2） 2697

十王町友部
（十王）3266

｜
I〃 13日
１
■
Ｉ
７
ｌ
ｊ
曾
居
Ｊ
１
■
ｑ
５
ｇ
ｆ
６
ｊ
４
６
１

立花医院 東本町

安良川

〃20日 ②2512

宍戸医院〃 27日 (3)231 8
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